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月 ・ 惑星探査に むけて

「あの月 を取 っ て くれ よと泣 く子かな」とは私 どもの 育 っ た時代 の 実感で，そん な無茶なこ

とは幼児の たわご とで あっ た．それがアポロ計画で現実の もの となり20 年余を経た今，月

はおろ か惑星か らサ ン プル を取 っ て きて ほ しい とい うまともな大人が惑星科学会を造る よう

になっ た．けれ ども，依然， アポ ロ 以降地球外か らサ ン プル を採取 して は い ない の もまた現

実であ る．惑星科学は何 も標本資料が無 ければ発展で きない 訳で はない ，先ずは，天体望

遠鏡による光学観測に始まり， その 場 （in　sitU）観測を含む探査機に よる遠隔計測の お 陰で
，

い まや我々の 太陽系惑星に つ い ての 知識は 20年前の比で はない ． ロ ボ ッ ト技術 の進歩 も著

しい の で情報伝送の み で も将来益々 高度な知見が得 られる ようになろ う． しか しや は り，遠

隔計測だけで は限界がある の は明白で ある．

　因みに ， 昨年 ， 火 星探査機バ イキ ン グの 計画主任で あ っ た NASA の Soffen博士に会 っ

て
， 今再び火星探査をするならどの様な観測をしたい か と聞い たところ ， 即座にサ ン プル リ

タ
ー

ンだ との 返事が返 っ て きたの を思い 出す．バ イキ ン グに搭載 した生命検知 を目的 と した

分析機器が意味不 明な情報 しか もた らさなか っ た とい う苦い 経験の 実感が こ もっ て い た．サ

ンプル リターンは工学 として も魅力の ある課題である．幅広い 専門に亘 る研究集団の 育成が

待たれる．

　この様に ， 身近に手に取 っ てみたい とい う欲求は何 も学問的動機だけか ら発する もの で は

ない ．冒頭の 俳句の よ うに幼児が抱 く欲望は人間の本来的特性 ともい える．惑星科学 と惑

星探査 との微妙な違い がこ こ にある．宇宙科学全般 に言 えるこ とで あるが， これが宇宙開発

とともに目覚ましい 発展 をとげた事実が証 明する よ うに惑星科学は本質的に巨大科学の 特質

を有 して い る．巨大科学の 推進には，
一

般納税者の 理 解と支援が不 可欠で あるか ら
， 惑星

探査の副産物として惑星科学が発展 して きたとい う
一面 を否定で きない ．い ま，国際的 に検

討されて い る月面基地や 火星有人計画な ども
，

どう見て も惑星科学が牽引力 とは い い がた

い ．けれども，幸い に惑星科学はそれ らの 理由付けの 一つ にな っ て お り，

一
度 こ の よ うな計

画 が実行されれば，それによっ て惑星科学が大 きく前進するこ とは間違い ない ．あらゆる可

能性 を追求 し
， 利用する貪欲な取 り組みが これか らの惑星科学者に望まれる し

，
それが非難

されるこ とで もない と思 うの だが ， 如何 な もの で あろ うか ．
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